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●美しい農村を将来に引き継ごう！ 
　　中山間地域等直接支払制度…………………Ｐ2～3 
●第１１回ふるさと・いきいき村づくり全国サミット  
　　　　福島県西会津町大会開催！！…………Ｐ4 
●１０月１日から 
　　国民健康保険と老人保健が変わりました…Ｐ5 
●みんなで元気に長生きを………………………Ｐ6 
●９月議会定例会報告……………………………Ｐ7 

　五穀豊穣と商売繁盛を願う、野沢の諏方・熊野両 
神社の祭礼が９月１５日から１７日の３日間にわた 
り行われました。 
　地元青年たちによって担がれた勇壮な御輿や山車 
が町内をくまなく練り歩きました。　 
　また、今年結成２０周年の記念の年を迎えた睦会 
の神輿は例年にも増して、気合の入った掛け声を上 
げていました。 

笛と太鼓が鳴り響く 笛と太鼓が鳴り響く 
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▲尾登集落での水路復旧作業 

        　
こ
の
制
度
は
、
平
坦
地
に
比
べ
、
傾
斜
地
が
 

あ
る
な
ど
土
地
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
の
適
 

正
な
管
理
を
通
じ
て
、
将
来
に
健
全
な
農
地
を
 

残
し
、
水
源
涵
養
や
洪
水
防
止
な
ど
、
中
山
間
 

地
の
「
多
面
的
機
能
」
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
 

を
目
的
に
平
成
　
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
制

度
で
す
。
昨
年
よ
り
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
 

新
た
に
５
年
間
（
平
成
　
年
度
ま
で
）
の
協
定
 

が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

                    　
　
の
開
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
 

 【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
項
の
取
り
組
み
集
落
】
 

（
　
割
単
価
）
 

　
・
集
落
営
農
の
構
築
と
充
実
 

　
・
担
い
手
へ
の
農
地
や
農
作
業
の
集
積
 

　
・
機
械
の
共
同
利
用
の
促
進
 

　
・
非
農
家
と
の
連
携
し
た
取
り
組
み
 

　
・
認
定
農
業
者
の
育
成
　
　
　
　
な
ど
 

 　
い
ず
れ
の
集
落
も
　
〜
　
年
後
の
集
落
の
将

来
像
を
描
き
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

                    奥
川
地
区
…
杉
山
、
向
原
、
塩
、
下
松
、
山
 

　
　
　
　
　
　
浦
①
、山
浦
②
、二
又
、
出
戸
、
 

　
　
　
　
　
　
中
ノ
沢
、松
峯
、中
町
、小
山
、
 

　
　
　
　
　
　
真
ヶ
沢
、宮
野
、極
入
、飯
根（
極
 

　
　
　
　
　
　
入
）、小
綱
木
 

 協
定
集
落
の
取
り
組
み
内
容
 

 【
基
本
的
事
項
の
取
り
組
み
集
落
】
 

（
８
割
単
価
）
 

　
・
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
 

　
・
水
路
や
農
道
の
泥
上
げ
草
刈
り
 

　
・
花
な
ど
の
植
栽
 

　
・
魚
や
昆
虫
な
ど
生
き
物
の
保
護
 

　
・
農
業
体
験
民
宿（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
 

        　
傾
斜
度
や
農
地
と
し
て
の
ま
と
ま
り
等
、
一
 

定
の
条
件
を
満
た
す
農
地
面
積
に
応
じ
て
支
払

わ
れ
る
交
付
金
を
活
用
し
、
集
落
の
実
態
や
、
 

将
来
の
目
標
に
合
わ
せ
て
様
々
な
取
り
組
み
が
 

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、各
自
治
区
長
・
農
事
連
絡
員
の
方
々
 

へ
の
説
明
会
等
に
よ
り
、
制
度
の
周
知
・
協
定
 

締
結
の
推
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
 

か
ら
の
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
協
定
は
な
か
っ
 

　
　
　
た
も
の
の
、
既
存
の
い
く
つ
か
の
集
落

　
　
　
協
定
に
お
い
て
、
協
定
面
積
や
協
定
参

　
　
　
加
人
数
が
増
加
し
、
今
ま
で
以
上
に
積

　
　
　
極
的
な
活
動
に
取
り
組
む
集
落
が
増
え

　
　
　
ま
し
た
。
 

 　
　
　
協
定
認
定
集
落
名
 

 　
　
　
野
沢
地
区
…
西
平
・
中
野
・
大
久
保
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
岐
 

　
　
　
尾
野
本
地
区
…
松
尾
、尾
登
、下
小
島
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
尾
、
出
ヶ
原
、
黒
沢
 

　
　
　
群
岡
地
区
…
下
野
尻
、宝
川
、白
坂
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋
敷
、
熊
沢
 

　
　
　
新
郷
地
区
…
高
目
、小
清
水
、漆
窪
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
明
、
原
、
新
村
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
樟
山
、
滑
沢
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
崎
、
井
谷
・
八
重
窪
 

10

10

15

12

21

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
 

◆集落協定：４０地域 

 

協定参加のべ人数 

農用地面積 

うち急傾斜地 

　　緩傾斜地 

交付金総額 

平均交付額 

◆個別協定：１２名 

 

農用地面積 

　うち急傾斜地 

　　　緩傾斜地 

交付金総額 

平均交付額 

◆集落・個別合計 

 

農用地面積 

　うち急傾斜地 

　　　緩傾斜地 

交付金総額 

 

Ｈ１８年度　 

7 6 0 人  

4 2 4 . 4 h a  

2 3 5 . 2 h a  

1 8 9 . 2 h a  

5 , 8 0 9 万円  

1 4 5 万円  

 

Ｈ１８年度　 

6 0 . 2 h a  

　 4 . 8 h a  

5 5 . 4 h a  

5 1 8 万円  

4 3 万円  

 

Ｈ１８年度　 

4 8 4 . 6 h a  

2 4 0 . 0 h a  

2 4 4 . 6 h a  

6 , 3 2 7 万円  

 

Ｈ１７年度　 

7 1 7 人  

3 9 7 . 5 h a  

2 1 6 . 3 h a  

1 8 1 . 2 h a  

5 , 4 4 1 万円  

1 3 6 万円  

 

Ｈ１７年度　 

6 0 . 0 h a  

4 . 6 h a  

5 5 . 4 h a  

5 1 3 万円  

4 3 万円  

 

Ｈ１７年度　 

4 5 7 . 5 h a  

2 2 0 . 9 h a  

2 3 6 . 6 h a  

5 , 9 5 4 万円  

年度ごとの取り組み状況 
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 来
年
度
か
ら
で
も
協
定
締
結
が
で
き
ま
す
 

 　
今
年
度
は
話
し
合
い
が
ま
と
ま
ら
ず
協
定
を
 

締
結
で
き
な
か
っ
た
集
落
で
も
、
来
年
度
以
降
 

か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
８
 

割
の
取
り
組
み
内
容
で
協
定
を
締
結
し
て
い
る
 

集
落
に
つ
い
て
は
、
　
割
の
取
り
組
み
へ
の
変
 

更
も
可
能
で
す
。
 

　
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
新
規
協
定
の
締
結
と
 

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
項
（
　
割
単
価
）
の
取
り
 

組
み
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。「
制
度
に
つ
い
 

て
詳
し
く
知
り
た
い
」「
協
定
を
結
ぶ
た
め
に
は
 

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
」
な
ど
不
明
な
点
が
あ
れ
 

ば
、
集
落
に
出
向
い
て
の
説
明
会
も
随
時
実
施
 

し
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　
　
　
　
 

　
　
経
済
振
興
課
農
林
振
興
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
４
５
３
１
 

10

10

45

①農振農用地区域 
（基盤整備地は全て該当します） 
 
②１ｈａ以上の団地の農用地 
　であること 
（小団地でも、水路や農道等で一体的に管理 
　されていれば、それらを合わせて一団地と 
　することもできます。） 
 
③急傾斜農用地か緩傾斜農用地 
　であること 
 
【水田の場合】 
急傾斜～１／２０以上 
　※２０ｍで１ｍの高低差 
緩傾斜～１／１００以上１／２０未満 
　※２０ｍ～１００ｍで１ｍの高低差 
 
【畑の場合】 
急傾斜～１５度以上 
緩傾斜～８度以上１５度未満 

交付金の対象となる農用地 

※１０ａ当り単価 

基本的事項の取り組み 

（８割単価） 

【水田の場合】 

急傾斜～１６，８００円 

緩傾斜～　６，４００円 

【畑の場合】 

急傾斜～　９，２００円 

緩傾斜～　２，８００円 

 

ステップアップ事項の取り組み 

（１０割単価） 

【水田の場合】 

急傾斜～２１，０００円 

緩傾斜～　８，０００円 

【畑の場合】 

急傾斜～１１，５００円 

緩傾斜～　３，５００円 

集落協定における交付単価 

井谷・八重窪集落協定 
代表　鈴木　圭介さん 
　　　　（井谷） 

　平成１２年度から集落協定に取り組んでいる、井谷・ 
八重窪集落の取り組みを紹介します。 
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　外来（個人単位） 
１２，０００円  
 
４０，２００円

 

 
　一　般 

現役並み 
　所得者 
 

　　　　　　外来＋入院（世帯単位） 
　　　　　　　４０，２００円  

７２，３００円＋（医療費－３６１，５００円） 
×１％（４回目以降４０，２００円） 

　外来（個人単位） 
１２，０００円  
 
４４，４００円  

 
　一　般 

現役並み 
　所得者 
 

　　　　　　外来＋入院（世帯単位） 
　　　　　　　４４，４００円  

８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円） 
×１％（４回目以降４４，４００円） 

①高齢者の自己負担が変わりました 
　　７０歳以上又は老人保健対象者のうち、一般及び住民税非課税世帯の方は、今まで 
　と変更ありません。 
　　現役並みの所得者に限り医療機関で支払う自己負担割合が引き上げられました。 
◆これまで（現役並みの所得者）　　　　　　◆１０月から 
 
 
 
 
②医療費の自己負担限度額（月額）が変わりました 
　　一般及び現役並み所得者に限り自己負担限度額（月額）が変わりました。 
◆これまで 
 
 
 
 
 
 
 
◆１０月から 
 
 
 
 
 
 
 
一般とは 
　　住民税課税世帯で「現役並みの所得者」以外の方 
現役並みの所得者とは 
　　現役世代の平均収入以上（課税標準額が１４５万円以上）の所得がある方 
　　（ただし、７０歳以上の方及び老人保健で医療を受ける方の収入合計が、２人以上の場合は 
　520万円未満、１人の場合は383万円未満であると申請により『一般』と同じ扱いとなります） 

２割 ３割 

　４回目以降 

４０，２００円 
 
７７，７００円 

 

　一　般 
 
上位所得者 

　　　　　　　　　３回目まで 
７２，３００円＋（医療費－２４１，０００円） 
×１％ 
１３９，８００円＋（医療費－４４６，０００円） 
×１％ 

　４回目以降 

４４，４００円 
 
８３，４００円 

 

　一　般 
 
上位所得者 

　　　　　　　　　３回目まで 
８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円） 
×１％ 
１５０，０００円＋（医療費－５００，０００円） 
×１％ 

　　一般及び現役並み所得者に限り自己負担限度額（月額）が変わりました。 
◆これまで 
 
 
 
 
 
 
 
◆１０月から 
 
 
 
 
 
 
 
上位所得者とは 
　　基礎控除後の所得が世帯の合計で６００万円以上の世帯に属する方。 
４回目以降とは 
　　過去１年間に１つの世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額 
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◆日程◆ 
月　日：平成１８年１０月２２日（日） 
時　間：午前９時２０分～正午 
会　場：西会津中学校　 
内　容：◆健康づくり事例発表 
　　　　　　西会津町 
　　　　　　北海道鹿追町 
 
　　　　◆特別講演 
　　　　　　「中山間地の活性化は健康な住民づく 
　　　　　　　りと付加価値農業の推進」 
　　　　　　　社団法人　日本酪農乳業協会 
　　　　　　　　　　　　会長　本田浩次　氏　 
　　　　　　　（元農林水産省　畜産局　局長） 
　　 
　　　　　　「最近の社会福祉の動向」 
　　　　　　　厚生労働省　社会・援護局 
　　　　　　　　　　　　局長　中村秀一　氏 

10

11

11

22

　
　
月
　
日
（
日
）
西
会
津
中
学
校

に
お
い
て
、第
　
回「
ふ
る
さ
と
・
い

き
い
き
村
づ
く
り
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」

西
会
津
町
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
大
会
は
、
過
疎
化
や
少
子
高
 

齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
同
じ
課
題
 

を
持
つ
自
治
体
が
手
を
と
り
あ
い
、
 

　
世
紀
の
健
康
で
明
る
い
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
 

　
第
２
回
大
会
は
平
成
９
年
に
本
町
 

で
開
催
さ
れ
、「
農
業
科
学
研
究
所
長
 

中
嶋
常
允
先
生
」
の
基
調
講
演
を
い
 

た
だ
き
、こ
れ
を
契
機
に
町
で
は「
健
 

康
な
土
づ
く
り
」
に
基
づ
く
ミ
ネ
ラ
 

ル
栽
培
を
町
の
農
業
振
興
の
柱
と
し

て
位
置
付
け
、
そ
の
推
進
に
取
り
組
 

ん
で
き
ま
し
た
。
 

　
第
　
回
大
会
は
「
未
来
へ
の
チ
ャ
 

レ
ン
ジ
！
み
ん
な
で
創
る
豊
か
な
ま
 

ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
事
例
発
表
や
基
 

調
講
演
を
通
し
て
地
域
住
民
が
一
体
 

と
な
り
、
い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
づ
 

く
り
を
考
え
る
場
に
し
て
い
こ
う
と
 

す
る
も
の
で
す
。
 

　
今
回
の
大
会
に
も
、
北
海
道
鹿
追

町
、
兵
庫
県
稲
美
町
な
ど
、
全
国
各

地
の
市
町
村
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。
 

　
こ
の
大
会
を
機
会
に
、
も
う
一
度
 

健
康
で
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
 

て
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
考
え
て
み
ま
 

せ
ん
か
。
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
 

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

    　
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
 

り
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
 

対
し
て
支
給
す
る
『
出
産
育
児
一
時
 

金
』
と
『
葬
祭
費
』
の
支
給
額
が
改
 

正
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
 

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
 

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
出
産
に
か
か
 

る
費
用
が
普
通
分
娩
で
　
万
円
を
超

え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
実
態
に

反
映
し
て
　
月
か
ら
　
万
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
 

て
い
る
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
 

支
給
さ
れ
る
葬
祭
費
に
つ
い
て
も
、
 

法
の
改
正
に
よ
り
社
会
保
険
等
も
含
 

め
て
一
律
５
万
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
 

た
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

45
30

10

35

葬祭費 
 

これまで　　　　　　　６万円 
 
 
 

１０月から　　　　　　５万円 

出産育児一時金 
 

これまで　　　　　　３０万円 
 
 
 

１０月から　　　　　３５万円 
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9
月
　
日
現
在
　
　
　
　
敬
称
略
 

折
心
 

15

　　　　　　　　【男性】 

長谷沼和吉（９７）小清水 

三橋　長一（９７）縄　沢 

小野木喜四郎（９７）真ケ沢 

山口　董作（９６）新　町 

新澤　常次（９５）戸　中 

齋藤　　�（９５）上小島 

小林　平八（９５）さゆりの園 

渡部　五郎（９４）１町内 

橋谷田義雄（９４）２町内 

玉木　四郎（９４）向　原 

石井　元甲（９４）中　町 

山形　一士（９３）徳　沢 

貝沼　榮吉（９３）小清水 

薄　　新六（９２）呼　賀 

斎藤　庄吉（９２）森　野 

佐藤　善作（９２）新　町 

加藤　正次（９２）萱　本 

安部　寅次（９２）上野尻 

目黒　周五（９２）牛　尾 

橋谷田善紀（９２）さゆりの園 

加藤　豊造（９２）６町内 

二瓶　喜八（９１）西　原 

広瀬　　勝（９１）上野尻 

【女性】 

杣木　イセ（1 0 2）さゆりの園 

相馬　サチ（1 0 1）9町内1 

齋藤　ヒサ（1 0 0）堀　越 

小林チヨシ（９９）山　浦 

長谷川マス（９９）中　野 

沼澤ハル井（９９）５町内 

鈴木ハツイ（９９）４町内 

齋藤　佐代（９９）４町内 

松崎　トシ（９８）さゆりの園 

佐藤タケノ（９８）高　目 

山本　　節（９７）３町内 

小林　トシ（９７）山　浦 

小原　イシ（９７）宝　川 

佐藤　キン（９７）極　入 

武藤　美志（９７）さゆりの園 

三留　モト（９７）６町内 

長谷川キシノ（９７）下野尻 

鈴木　ヒデ（９７）山　口 

三瓶　ヨノ（９６）山　浦 

海老名ハルヨ（９６）３町内 

五十嵐キワ（９６）宮　野 

伊藤タケノ（９５）　塩 

甲斐　トヨ（９５）４町内 

鈴木マサノ（９５）小清水 

▲群岡・新郷地区敬老会 

米寿の記念品を受け取る佐藤傳さん（熊沢） 
（群岡・新郷地区敬老会から） 

　
今
年
の
敬
老
会
に
は
、
昨
年
よ
り
 

６
人
多
い
２
　
７
５
５
人
（
野
沢
地
 

区
８
２
０
人
・
尾
野
本
地
区
６
０
８
 

人
・
群
岡
地
区
５
２
７
人
・
新
郷
地
 

区
２
９
４
人
・
奥
川
地
区
６
１
６
人
）
 

の
高
齢
者
が
招
待
さ
れ
、
い
ず
れ
の
 

会
場
で
も
大
勢
の
高
齢
者
の
方
々
が
 

出
席
し
、
元
気
な
顔
を
合
わ
せ
、
話
 

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
 

　
式
典
で
は
、
山
口
町
長
の
長
寿
を
 

讃
え
る
あ
い
さ
つ
に
引
き
つ
づ
き
、
 

白
寿
や
米
寿
、
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た
 

方
々
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
夫
妻
 

に
は
、
福
島
民
報
社
と
県
老
人
ク
ラ
 

ブ
連
合
会
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

　
そ
の
後
、
招
待
者
の
代
表
か
ら
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
、
み
ん
な
で
長
寿
を
 

誓
い
合
い
、式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。
 

　
式
典
の
後
に
は
、
恒
例
の
余
興
が
 

行
わ
れ
、
各
地
区
の
団
体
が
歌
や
踊
 

り
を
、
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
が
、
 

か
わ
い
ら
し
い
遊
戯
を
披
露
す
る
た
 

び
に
、
会
場
は
笑
顔
と
あ
た
た
か
い
 

拍
手
に
つ
つ
ま
れ
、
出
席
者
は
楽
し
 

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

,
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テレワークセンターでのパソコン相談会 

                   　町
政
主
要
事
項
報
告
か
ら
 

 地
域
再
生
計
画
の
認
定
 

　
７
月
　
日
に
首
相
官
邸
に
お
い
て
、
 

地
域
再
生
計
画
認
定
書
授
与
式
が
行
 

わ
れ
、本
町
の『
西
会
津
町「
百
歳
へ

の
挑
戦
」
健
康
の
ま
ち
再
生
計
画
』
 

に
認
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
地
域
再
生
計
画
と
は
、
昨
年
４
月
 

に
施
行
さ
れ
た
地
域
再
生
法
に
基
づ
 

く
も
の
で
、
地
域
が
行
う
地
域
再
生
 

の
た
め
の
自
主
的
・
自
立
的
な
取
り
 

組
み
を
国
が
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
 

支
援
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
 

作
成
し
た
計
画
を
内
閣
総
理
大
臣
が
 

認
定
す
る
も
の
で
す
。
 

                  　
本
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
７
月
に
 

認
定
さ
れ
た
『
西
会
津
町
す
べ
て
に
 

や
さ
し
い
健
康
の
ま
ち
清
流
再
生
計
 

画
』
、
県
・
柳
津
町
と
共
同
で
申
請
し
 

た
『
地
域
「
人
・
物
」
振
興
計
画
』
 

に
続
き
、
３
件
目
の
地
域
再
生
計
画
 

と
な
り
ま
す
。
 

　
今
回
認
定
さ
れ
た『
西
会
津
町「
百
 

歳
へ
の
挑
戦
」
健
康
の
ま
ち
再
生
計
 

画
』
の
内
容
は
東
北
大
学
や
東
北
福
 

祉
大
学
と
連
携
し
た
健
康
運
動
推
進
 

員
の
養
成
や
運
動
教
室
の
開
催
な
ど
 

の
健
康
運
動
推
進
等
事
業
、
近
畿
大
 

学
と
連
携
し
た
骨
粗
し
ょ
う
症
疫
学
 

調
査
、
関
連
事
業
と
し
て
在
宅
健
康
 

管
理
シ
ス
テ
ム
事
業
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
 

レ
ビ
に
よ
る
健
康
啓
発
、
健
康
な
土
 

              づ
く
り
に
よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
栽
培
 

の
普
及
拡
大
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
 

に
よ
り
、
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
 

ら
せ
る
活
力
あ
る
健
康
の
町
へ
の
再

生
を
図
る
も
の
で
す
。
 

　
今
後
も
引
き
続
き
、
介
護
予
防
・

予
防
医
療
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的

に
推
進
し
、
町
民
の
「
健
康
寿
命
延

伸
」
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

  テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
運
営
 

　
こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た
ケ
ー
ブ
 

ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
 

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活

用
し
、
中
山
間
・
過
疎
地
域
で
あ
っ

て
も
都
市
部
と
変
わ
ら
ず
、
就
業
・

雇
用
の
確
保
が
で
き
る
な
ど
、
若
者

の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
 

地
域
の
活
性
化
や
新
た
な
産
業
の
創

出
を
図
る
た
め
、
町
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
 

ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
た
び
入
居
者
の
募
集
を
行
い
、
 

審
査
の
結
果
、
１
件
の
入
居
者
を
決

定
し
ま
し
た
。
 

　
現
在
、
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で

は
、
専
門
の
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

配
置
し
、
定
期
的
に
起
業
相
談
や
経

営
相
談
を
行
い
、
起
業
家
の
育
成
や

新
規
入
居
者
を
開
拓
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
 

て
は
、
町
民
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
能
力
の
向
上

の
た
め
、
毎
週
１
回
程
度
パ
ソ
コ
ン

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
相
談
会
、
 

講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
毎
 

回
　
名
前
後
の
方
が
出
席
し
て
い
ま

す
。
 

　
今
後
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ま
ち
づ
く
り
 

に
向
け
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
有
 

効
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

  　可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
 

■
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例
 

■
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
町
緊
 

　
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
 

■
町
税
条
例
の
一
部
改
正
 

■
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
 

■
町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助
成
 

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

■
平
成
　
年
度
町
歳
入
歳
出
決
算
の
 

　
認
定
（
一
般
会
計
・
工
業
団
地
造

　
成
事
業
特
別
会
計
ほ
か
　
特
別
会
 

　
計
 

　
　
　
■
平
成
　
年
度
町
補
正
予
算
 

　
　
　
　
（
一
般
会
計
・
下
水
道
施

　
　
　
　
設
事
業
特
別
会
計
・
国
民

　
　
　
　
健
康
保
険
特
別
会
計
・
介
 

　
　
　
　
護
保
険
特
別
会
計
・
水
道

　
　
　
　
事
業
会
計
）
 

　
　
　
■
町
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
デ
ジ
タ
ル
設

　
　
　
　
備
設
置
工
事
請
負
契
約
の
 

　
　
　
　
締
結
 

　
　
　
■
財
産
の
取
得
（
在
宅
健
康

　
　
　
　
管
理
シ
ス
テ
ム
家
庭
用
端

　
　
　
　
末
機
１
０
０
台
）
 

　
　
　
■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　
　
　
の
同
意
（
長
谷
川
隆
夫
さ

　
　
　
　
ん
・
安
座
）
 

　
　
　
■
町
特
別
功
労
表
彰
者
の
決

　
　
　
　
定
の
同
意
（
玉
木
達
雄
さ

　
　
　
　
ん
・
梨
平
）
 

議
案
す
べ
て
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
 

27

10

11

18

17

　
９
月
８
日
か
ら
　
日
ま
で
の
８
日
間
を
会
期
に
開
催
さ
 

れ
た
９
月
議
会
定
例
会
は
、
提
案
さ
れ
た
　
議
案
す
べ
て
 

を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。
 

　
今
号
で
は
、
　
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
平
成
　
年
度
決
 

算
報
告
を
除
く
、
町
長
か
ら
の
町
政
主
要
事
項
報
告
、
可
 

決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

15
11

17

28

9
月
議
会
定
例
会
報
告
 

28
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食育 
   　

食
を
め
ぐ
る
現
状
に
対
処
し
、
食
育
を
国
民
 

運
動
と
し
て
推
進
す
る
た
め
、
食
育
基
本
法
が
 

成
立
し
ま
し
た
。
 

             　
学
校
給
食
で
は
、
町
内
で
と
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
 

米
や
、
新
鮮
な
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
活
用
し
、
栄
 

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献
立
を
提
供
し
て
い
ま
 

す
。
学
校
給
食
は
、
食
の
安
全
を
図
る
と
と
も
 

に
、
児
童
生
徒
が
、「
食
」
に
対
し
関
心
を
持
つ
 

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
町
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
 

さ
ん
に
も
学
校
給
食
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
 

西
会
津
中
学
校
で
試
食
会
を
随
時
行
っ
て
い
ま
 

す
。
ど
な
た
で
も
試
食
を
 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
希
望
日
の
１
週
間
前
ま
 

で
に
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
申
 

込
み
く
だ
さ
い
。
 

【
申
込
み
先
】
 

　
給
食
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
│
１
１
５
４
 

48

家族そろって楽しく食卓を囲んでみてはいかがですか。 

～いただきます　みんなで食べたら　おいしいね～ 

食育 食育 食育 
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まちの 

話題 
まちの 

話題 

　９月１０日に尾野本小学校グラウンドで尾野本保 
育所とすわ保育所の合同運動会が開催されました。 
　子どもたちは、秋晴れの空の下、大好きなお父さ 
んやお母さんと一緒に、残暑に負けず、最後まで一 
生懸命戦い抜きました。 
　また、会場を訪れた家族の声援に、手を振りながら 
走る子どももいて、会場は笑いの渦に包まれました。 

　平成１７年４月に上野尻地内の国道４９号で、大 
型タンクローリーと小型トラックが正面衝突した死 
亡事故を最後に、交通事故死者ゼロ５００日を達成 
した、町防犯及び交通安全対策協議会を表彰する会 
津地方交通対策協議会長表彰式が、８月２８日に町 
役場で行われました。 
　表彰式では、会津地方振興局の小松憲弘県民環境 
部長から、町防犯及び交通安全対策協議会会長の山 
口町長に表彰状が贈られた後、交通安全協会の五十 
嵐忠比古西会津支部長が、交通安全町民の誓いの宣 
誓を行い、交通死亡者ゼロの町に向けて、一丸とな 
って取り組む決意を新たにしました。 

　
８
月
　
日
、
さ
ゆ
り
公
園
美
 

化
活
動
事
業「
一
斉
作
業
の
日
」
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
昨
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
の
 

事
業
は
、
日
頃
さ
ゆ
り
公
園
を
 

利
用
し
て
い
る
各
種
団
体
の
代
 

表
者
の
方
々
が
企
画
し
、
ボ
ラ
 

ン
テ
ィ
ア
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
 

タ
ー
が
と
り
ま
と
め
を
し
、
行
 

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
は
、
お
よ
そ
２
５
０
人
 

の
方
々
が
参
加
し
、
日
頃
利
用
 

し
て
い
る
公
園
施
設
に
感
謝
し
 

な
が
ら
、
作
業
を
行
っ
て
い
ま
 

し
た
。
 

　
９
月
　
日
、
新
郷
小
学
校
全
校
生
　
名
が
西
会
津
 

国
際
芸
術
村
で
芸
術
家
と
の
交
流
会
に
あ
わ
せ
、
森
 

林
環
境
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
ま
ず
初
め
に
、
町
森
林
組
合
の
元
職
員
の
田
崎
衛
 

さ
ん
か
ら
、
森
林
が
持
つ
自
然
環
境
に
お
け
る
役
割
 

や
森
林
を
保
全
す
る
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
１
・
２
年
生
と
３
〜
６
年
生
の
２
グ
ル
 

ー
プ
に
分
か
れ
、
１
・
２
年
生
は
ス
タ
ン
プ
ア
ー
ト
 

を
、
３
〜
６
年
生
は
森
林
環
境
税
の
交
付
金
を
利
用
 

し
て
の
木
工
作
業
を
芸
術
村
の
芸
術
家
と
一
緒
に
行
 

い
、
交
流
を
深
め
合
う
と
と
も
に
、
木
の
温
も
り
を
 

感
じ
な
が
ら
木
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
 

26

14

15
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

思いを熱く語り合いました 

有意義な事例を発表しました（井上國男さん） 

地域を大事にするにはどうしたらよいか（加藤紘一さん） 

                       
町
の
青
年
団
体
、
町
公
民
館
各
地
区
部
長
部
 

員
な
ど
地
域
活
動
、
社
会
教
育
活
動
を
行
っ
て
 

い
る
方
を
一
堂
に
会
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
、
人
 

づ
く
り
や
、
よ
り
よ
い
社
会
教
育
を
目
指
す
に
 

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
を
語
り
合
う
公
民
 

館
主
催
の
「
夢
（
む
）
さ
さ
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
 

を
９
月
１
日（
金
）、
町
公
民
館
に
お
い
て
開
催
 

し
ま
し
た
。
 

　
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
、
尾
野
本
 

青
年
会
、
機
微
団
舎
、
高
揚
塾
、
Ｊ
Ａ
会
津
い
 

い
で
西
会
津
支
部
青
年
部
、
町
公
民
館
各
地
区
 

部
長
部
員
な
ど
　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
初
め
に
、
元
坂
下
小
学
校
長
の
加
藤
紘
一
さ
 

ま
れ
る
も
の
が
な
い
」
な
ど
の
問
題
提
起
を
受
 

け
、
そ
れ
を
元
に
「
公
民
館
職
員
は
地
域
に
入
 

っ
て
、
問
題
を
探
る
」「
現
在
、
青
年
会
な
ど
若
 

者
が
活
動
で
き
る
団
体
が
減
少
し
て
い
る
。
公

民
館
活
動
に
は
若
者
が
必
要
な
た
め
、
引
き
込

む
に
は
公
民
館
活
動
を
行
っ
て
い
る
年
配
者
が
、
 

若
い
人
を
連
れ
て
世
代
交
流
を
行
え
ば
、
入
り
 

や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」「
若
い
女
性
の
公
 

民
館
事
業
の
参
加
」「
ス
ポ
ー
ツ
等
で
活
躍
し
て
 

い
る
団
体
へ
の
援
助
」「
各
団
体
の
横
の
連
携
が
 

必
要
」
な
ど
建
設
的
な
意
見
が
で
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ら
の
発
表
を
元
に
講
師
の
加
藤
先
生
か
 

ら
「
地
域
活
動
は
、
公
民
館
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
 

プ
を
取
る
べ
き
で
あ
る
」「
団
体
の
ト
ッ
プ
の
連
 

携
が
大
事
」「
行
っ
て
い
る
事
業
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
 

ッ
プ
す
る
」な
ど
の
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
意
見
発
表
後
、
参
加
者
は
さ
ら
に
熱
心
に
夜

遅
く
ま
で
語
り
合
い
ま
し
た
。
 

　
Ｊ
Ａ
会
津
い
い
で
西
会
津
支
部
青
年
部
の
江
 

川
誠
作
部
長
は
、「
野
立
て
看
板
づ
く
り
や
子
ど

も
を
田
ん
ぼ
に
入
れ
て
鯉
の
つ
か
み
ど
り
を
行

っ
て
い
る
。
後
継
者
が
い
な
い
た
め
、
青
年
部

か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
が
、
交
流
が
深
め
ら
れ
る

の
で
、脱
会
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。」
 

と
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
 

                　
続
い
て
、
３
つ
の
囲
炉
裏
を
囲
み
、
車
座
に
 

な
り
な
が
ら
、
班
編
成
を
組
み
、
地
域
活
動
に
 

つ
い
て
何
が
で
き
る
か
。
今
の
公
民
館
の
あ
り
 

か
た
に
つ
い
て
、
ど
う
思
う
か
。
今
後
の
公
民
 

館
に
期
待
す
る
こ
と
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
意
見
 

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
意
見
交
換
を
終
え
て
か
ら
、
班
ご
と
に
発
表
 

し
ま
し
た
。
 

　
「
今
は
、
若
者
が
地
域
に
入
っ
て
こ
な
い
」
 

「
青
年
会
が
高
齢
化
し
て
い
る
」「
昔
は
公
民
館
 

に
よ
く
行
っ
て
い
た
が
、
今
は
遠
い
存
在
に
な
 

っ
て
し
ま
っ
た
」「
公
民
館
の
活
動
で
若
者
が
集
 

ん
よ
り
、「
今
だ
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
公
民
館
 

の
や
く
わ
り
」
と
い
う
演
題
で
講
義
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
 

　
地
域
の
民
俗
文
化
を
守
る
に
は
公
民
館
が
先
 

頭
に
な
っ
て
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

　
行
事
な
ど
で
子
ど
も
を
町
外
に
連
れ
て
い
け
 

ば
、
そ
の
子
は
将
来
、
町
に
留
ま
ら
な
い
だ
ろ
 

う
な
ど
、
地
域
を
大
事
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
 

ら
よ
い
か
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
 

                　
続
い
て
、
３
団
体
の
代
表
の
方
か
ら
、
活
動
 

事
例
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
の
井
上
國
 

男
委
員
長
は
、「
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
う
ま
く
 

い
っ
た
の
は
、
多
く
の
仲
間
が
後
押
し
し
て
く
 

れ
た
お
か
げ
で
あ
る
。
今
後
は
奥
川
の
人
が
競
 

技
に
参
加
で
き
る
大
会
に
し
た
い
。
」
 

　
高
揚
塾
の
三
瓶
純
一
塾
長
は
、「
現
在
は
、
千
 

本
桜
構
想
で
、
奥
川
に
桜
を
千
本
植
え
る
事
業
 

を
行
っ
て
い
る
。
ず
っ
と
塾
生
で
い
た
い
。
」
 

17
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打球の行方は… 

一升懸命がんばんべぇー～１２名が灰皿で水を 
運び１升瓶に溜めた量で順位を決めます 

ビール飲みリレー～５名で１人２５０ｍｌのビー 
ルをストローで飲む速さで順位を決めます 

大声大会～各チーム代表２名の合わせ 
た声の大きさで順位を決めます 

桐ゲタムカデ競争～５名１組で３組のリレー 
で速さで順位を決めます 

はいらんしょ～１５名が縄跳びをし、 
跳んだ数が得点になります 

     　
９
月
３
日
（
日
）
に
各
地
区
で
、
町
民
体
育
 

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
体
育
祭
は
、
健
全
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
 

推
進
と
心
身
の
健
康
を
増
進
し
、
あ
わ
せ
て
住

民
の
親
睦
と
融
和
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
 

し
た
特
徴
あ
る
種
目
も
あ
り
、
暑
い
一
日
で
し
 

た
が
、
楽
し
く
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
 

し
た
。
 

 第
　
回
野
沢
町
内
親
善
大
運
動
会
 

               【
結
果
】
優
勝
…
牧
チ
ー
ム
（
３
連
覇
）
 

　
　
　
　
２
位
…
堀
越
・
芹
沼
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
３
位
…
　
町
内
 

  　
８
月
　
日
（
日
）
野
球
の
競
技
力
向
上
と
親
 

睦
融
和
を
図
る
た
め
、
各
地
区
の
名
誉
を
か
け
 

た
町
長
旗
争
奪
野
球
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
１
回
戦
か
ら
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
 

れ
、本
大
会
を
制
し
た
の
は
尾
野
本
チ
ー
ム
で
、
 

　
年
ぶ
り
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
 

             【
結
果
】
優
勝
…
尾
野
本
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
２
位
…
群
岡
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
３
位
…
野
沢
チ
ー
ム
・
奥
川
チ
ー
ム
 

   　
町
公
民
館
で
は
、
８
月
　
日
（
水
）
か
ら
、
 

ア
リ
ソ
ン
と
ダ
ニ
エ
ル
を
講
師
に
英
会
話
教
室

を
開
講
し
ま
し
た
。
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
か

ら
来
年
７
月
ま
で
の
教
室
と
な
り
ま
す
。
 

　
英
語
を
学
び
た
い
方
は
町
公
民
館
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
（
常
時
受
付
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
３
２
４
４
 

第
　
回
新
郷
地
区
町
民
体
育
祭
 

             【
結
果
】
優
勝
…
笹
川
Ａ
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
２
位
…
冨
士
Ａ
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
３
位
…
豊
洲
Ａ
チ
ー
ム
 

 第
　
回
奥
川
地
区
町
民
体
育
祭
 

             【
結
果
】
優
勝
…
新
町
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
２
位
…
道
目
チ
ー
ム
・
松
峯
チ
ー
ム
 

第
　
回
尾
野
本
地
区
町
民
大
運
動
会
 

             【
結
果
】
優
勝
…
萱
本
チ
ー
ム
（
　
年
ぶ
り
）
 

　
　
　
　
２
位
…
松
尾
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
３
位
…
尾
登
チ
ー
ム
 

 第
　
回
群
岡
地
区
体
育
祭
 

             【
結
果
】
優
勝
…
上
野
尻
Ｂ
チ
ー
ム（
２
連
覇
）
 

　
　
　
　
２
位
…
上
野
尻
Ｃ
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
３
位
…
下
野
尻
・
端
村
チ
ー
ム
 

10

25

27

10

30

45

45

39 32

38 42
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みんなの広場 みんなの広場 
荒
海
　
享
俊
 

　
　
〔
真
ケ
沢
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 

　
今
月
は
、
西
会
津
中
学
校
１
年
生
の
江
川
千
晶
さ
ん
（
屋
敷
）
に
お 

薦
め
の
一
冊
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
「『
ブ
レ
イ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
（
宮
部
み
ゆ
き
作
・
角
川
書
店
）』
こ 

の
本
は
、
物
語
好
き
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。
そ
れ
と 

映
画
化
さ
れ
て
、
既
に
映
画
を
見
た
人
に
も
、
ぜ
ひ
一
度
原
作
を
読
ん 

で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
」 

　
ど
ん
な
本
か
尋
ね
る
と
、 

　
「
小
学
生
の
男
の
子
が
、
自
分
の
運
命
を
変
え
る
た
め
に
、
自
分
の 

住
む
世
界
と
は
違
う
世
界
に
行
っ
て
、
宝
玉
を
集
め
る
冒
険
を
す
る
と 

い
う
話
で
す
。
」 

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
「
こ
の
本
は
、
と
に
か
く
本
全
体
が
お
も
し
ろ
く
、
ど
こ
が
良
か
っ 

た
と
具
体
的
な
こ
と
は
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
お
も
し
ろ
い
の 

で
、
上
・
下
巻
あ
わ
せ
て
結
構
な
厚
さ
で
す
け
ど
、
一
度
読
み
始
め
る 

と
続
き
が
気
に
な
っ
て
、
時
間
を
忘
れ
て
読
み
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。」 

　
最
後
に 

　
「
こ
の
本
を
読
み
終
わ
る
と 

嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ 

を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
れ 

ば
、
必
ず
い
い
こ
と
が
あ
る
と 

い
う
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。 

　
映
画
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ 

ん
が
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
一
度
、
原 

作
で
あ
る
こ
の
本
を
読
ん
で
く 

だ
さ
い
。
」 

と
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　矢部喜代栄さん（９月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　いろいろ、地域での活動を楽し 
くやりましょう。 

あなたの趣味は？ 
　バレーボール（週に一度、 
友人と楽しんでいます） 
 
あなたの特技は？ 
　刺身の盛り合わせ（一応、 
職人です） 
 
熱中していることは？ 
　書道 
 
あなたのモットーは？ 
　昨日の自分に負けないこ 
と。日々成長し続けること 

自分を一言で表現するとしたら？ 
　器用貧乏 
 
これからやってみたいことは？ 
　全国各地の有名な焼きもの 
の里を散策してみたい 
 
最近感動したことは？ 
　ヤンキース松井選手の復帰 
戦でのファンの期待に応えた 
４打数４安打 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｋ・Ｎさん（橋屋） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
奥
川
小
5
年
生
の
と
き
、
県
音
楽
祭
合
奏
 

　
の
部
で
銀
賞
受
賞
し
た
と
き
の
写
真
』
　
 

　
「
良
き
指
導
者
に
恵
ま
れ
、一
年
中
、合
 

　
　
奏
に
明
け
暮
れ
る
全
力
少
年
で
し
た
。
 

　
　
赤
い
バ
ラ
を
口
に
く
わ
え
踊
る
カ
ル
 

　
　
メ
ン
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。」
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45

14

11

31
,

,

,

,

,

,

  　
　
月
　
日（
月
）か
ら
　
日（
日
）の
 

１
週
間
は
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。
 

　
町
に
お
い
て
は
、
行
政
相
談
員
が
 

い
つ
も
自
宅
等
で
相
談
に
応
じ
て
い
 

る
ほ
か
、
次
の
と
こ
ろ
で
行
政
相
談
 

所
を
開
設
し
ま
す
。
 

　
役
所
や
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に
関
 

し
て
、
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
 

要
望
し
た
い
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。ま
た
、併
せ
て
特
 

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
 

い
じ
め
や
家
庭
内
で
の
問
題
、
近
隣
 

間
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
こ
の
機
会
に
 

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
、
無
料
 

で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
 

◆
日
程
及
び
会
場
 

　
【
　
月
　
日
（
火
）】
 

　
　
午
前
９
時
　
分
〜
正
午
 

　
　
　
新
郷
連
絡
所
 

　
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
　
分
 

　
　
　
奥
川
支
所
 

　
【
　
月
　
日
（
水
）】
 

　
　
午
前
９
時
　
分
〜
正
午
 

　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

　
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
　
分
 

　
　
　
町
公
民
館
 

◆
行
政
相
談
員
 

　
　
山
本
　
義
子
さ
ん
（
９
町
内
２
）
 

◆
人
権
擁
護
員
 

　
　
沼
澤
　
望
東
子
さ
ん
（
牛
尾
）
 

　
　
平
野
　
茂
穂
さ
ん
（
上
野
尻
）
 

　
　
猪
俣
　
ナ
ヲ
子
さ
ん
（
道
目
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
総
務
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
１
 

   　
自
動
車
事
故
の
被
害
者
を
救
済
す
 

る
制
度
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
制
度
 

が
あ
り
ま
す
。
 

◇
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
 

■
対
象
者
 

　
０
歳
か
ら
中
学
３
年
卒
業
ま
で
の
 

　
児
童
の
い
る
、
交
通
事
故
に
よ
り
 

　
死
亡
し
た
方
の
遺
族
ま
た
は
国
土
 

　
交
通
省
令
で
定
め
る
後
遺
障
害
を
 

　
も
た
ら
す
障
害
を
受
け
た
家
族
 

■
貸
付
金
額
 

　
一
時
金
　
１
５
５
　
０
０
０
円
 

　
毎
月
　
２
０
　
０
０
０
円
 

■
利
子
　
無
利
子
 

■
貸
付
条
件
 

　
市
町
村
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
均
 

　
等
割
の
み
課
税
な
ど
 

◇
重
度
後
遺
障
が
い
者
へ
の
介
護
料

　
支
給
 

■
対
象
者
 

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
や
脊
髄
を
 

　
損
傷
し
、
自
賠
責
保
険
の
後
遺
障
 

　
害
認
定
等
級
が
次
に
該
当
す
る
方
 

〈
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
〉
 

　
１
級
１
号
ま
た
は
２
号
 

〈
随
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
〉
 

　
２
級
１
号
ま
た
は
２
号
 

※
平
成
　
年
３
月
　
日
以
前
の
事
故
 

　
は
１
級
３
号
ま
た
は
４
号
 

■
支
給
額
 

〈
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
〉
 

　
５
８
　
５
７
０
円
 

　
　
　
　
　
〜
１
３
６
　
８
８
０
円
 

〈
随
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
〉
 

　
２
９
　
２
９
０
円
 

　
　
　
　
　
　
〜
５
４
　
０
０
０
円
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
独
立
行
政
法
人
 

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
福
島
支
所
 

　
　
０
２
４
│
５
２
２
│
６
６
２
６
 

   　
例
年
、
県
内
で
は
、
き
の
こ
の
採
 

取
シ
ー
ズ
ン
（
９
月
か
ら
　
月
ま
で
 

の
間
）
に
「
毒
き
の
こ
」
に
よ
る
食
 

中
毒
が
多
数
発
生
し
ま
す
。
 

　
食
用
き
の
こ
と
識
別
で
き
な
い
も

の
は
食
べ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
 

知
ら
な
い
き
の
こ
は
、
 

　
①
採
ら
な
い
 

　
②
食
べ
な
い
 

　
③
人
に
あ
げ
な
い
 

＊
き
の
こ
に
関
す
る
迷
信
が
た
く
さ
 

　
ん
あ
り
ま
す
が
、
迷
信
で
、
食
用
 

　
を
判
断
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

30

10

16

22

30

30

10

18

10

17

30

 
 
　今年の「ふるさとまつり」は、さゆり公園を会場に 
１１月４日、５日の２日間で実施します。 
　楽しいイベント盛りだくさんですので、多くの皆さ 
んのご来場お待ちして 
います。また、各イベ 
ントの参加者も募集し 
ていますので、詳しく 
はチラシをご覧のうえ 
お申込みください。 
 
主なイベント

 
★１１月４日（土） 
　・オープニングセレモニー 
　・ファミリーサッカースクール 
　・民俗芸能と民謡の集い 
　・大道芸人ショー　　・キャラクターショー 
★１１月５日（日） 
　・桐ゲタ健康マラソン大会 
　・桐ゲタ投げ全国大会 
　・牛牛フェア　　・ミュージックフェスタ 
　・町長杯争奪親善ゲートボール大会 
※体育館内の展示は、１１月１日（水）からプレオー 
　プンします。 
【申込み・問い合わせ先】 
　ふるさと振興推進委員会事務局（経済振興課） 
　　　　　　　　　　　　　　　　４５－２２１３ 

「第２１回西会津の文化と産業祭」 
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佐　藤　善一郎（75）　博　　　父　　３町内 
山　本　ヨシノ（83）琴　士　　妻　　７町内 
清　水　キ　ヨ（88）典　威　　母　　9町内1 
二　瓶　清次郎（95）文　子　　父　　9町内1 
星　　　幸　亥（83）桑原恭子　　母　　9町内2 
星　　　正　男（93）正一郎　　父　　10町内 
大　槻　千枝子（72）忠　好　　姉　　芝　草 
長　澤　義　夫（80）　隆　　　父　　芝　草 
江　川　ヨ　シ（77）義　仲　　母　　西　原 
小　柴　孝　次（78）三　雄　　父　　萱　本 
五　寧　　　幸（83）五　郎　　父　　下小島 
佐　藤　清　志（81）健　一　　父　　上小島 
齋　藤　　　弘（76）　明　　　父　　縄　沢 
渡　部　ヤイノ（92）次　男　　母　　黒　沢 
江　川　久　雄（79）篤　男　　父　　上野尻 
藤　原　義　記（90）ミツエ　　夫　　白　坂 
佐　藤　マ　ン（93）康　弘　　祖母　　宝　川 
高　橋　和　彦（74）雅　行　　父　　滑　沢 
高　橋　みね子（82）　清　　　母　　柴　崎 
佐々木　直　喜（83）忠　直　　父　　中　町 

人　口　　８，５９５人　　　－　７人 
　男　　　４，１３８人　　　－　６人 
　女　　　４，４５７人　　　－　１人 
世　帯　　２，９４４世帯　　＋　１世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

高　松　　　陸く　ん　格・美穂　　　１町内 

伊　藤　夕　藍ちゃん　健治・智美　　西　原 

渡　部　櫻　子ちゃん　ファニロ・多恵子　黒　沢 

佐　藤　陸　翔く　ん　浩二・絵美　　高　目 

伊　藤　竜　矢く　ん　善行・礼子　　　塩 

りく 

ら ゆ 

や たつ 

こ さくら 

と りく 

鈴　木　浩　幸　　松　尾 
小　林　奈　々　　会津坂下町 
 
佐　藤　辰　徳　　西　林 
岩　田　麻　実　　会津若松市 

◆日時　10月 6日（金） 

　　　　　　27日（金） 

　　　　午前９時～ 

◆場所　老人憩の家 

◆電話　４５－４２５９ 

10月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○固定資産税第３期 
○介護保険料第５期 
○土地改良区償還賦課金第２期 

10月10日（火） 納期限 

10月31日（火） 納期限 

小 野 病 院  
福田耳鼻咽喉科医院 
なるせとみこレディースクリニック 
森 田 小 児 科 医院  
仙波耳鼻咽喉科医院 
あかぎ内科消化器科医院 
有 隣 病 院  
藤 井 医 院  
いとう内科消化器科クリニック 
扇町渡部小児科アレルギー科医院 
二 瓶 眼 科 医 院  
佐 原 病 院  
星 医 院  
黒河内内科神経科医院 
さとう小児科医院 
こばり耳鼻咽喉科クリニック 
坂下厚生総合病院 
県 立 喜 多 方病院  
三浦産婦人科医院 
信循環器科内科クリニック 
いいづかファミリークリニック 
鏡 渕 外 科 胃 腸科  
小 野 病 院  
内科消化器科みつはし医院 
荒川胃腸科内科クリニック 
浜 崎 小 児 科 医院  
入澤泌尿器科内科クリニック 

0241（22）0414 
0241（24）4187 
0242（37）7851 
0242（27）7686 
0242（26）4133 
0242（83）0303 
0241（24）5021 
0241（23）0023 
0242（83）3733 
0242（25）5515 
0242（22）1932 
0241（22）5321 
0241（22）0005 
0242（26）7815 
0242（24）0830 
0242（29）0800 
0242（83）3511 
0241（22）2181 
0241（22）0293 
0242（32）0202 
0242（32）3330 
0242（27）3225 
0241（22）0414 
0241（21）1311 
0242（83）2201 
0242（27）0951 
0242（38）3711

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 

10月 7日（第１週）受付時間11時まで 
10月21日（第３週）　　　　〃 
 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津美里町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 

大 友 歯 科 医 院  
小 汲 歯 科  
宮 澤 歯 科 医 院  
お ん だ 歯 科  
金 子 歯 科 医 院  
加 藤 歯 科  
アイデンタルクリニック 
加 羽 沢 歯 科  
さいとう歯科クリニック 
か み お 歯 科  

0242（84）1688 
0242（22）0172 
0241（21）1166 
0242（22）6311 
0242（56）3988 
0242（24）0550 
0241（24）4545 
0242（26）0418 
0241（38）3910 
0242（24）9273

8 
（日） 

9 
（月） 

15 
（日） 

22 
（日） 

29 
（日） 

9 
（月） 

15 
（日） 

22 
（日） 

29 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

8 
（日） 


